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【２日目御来

光】

「自分を変えていこう」「困難を乗り越える楽しさを味わおう」
～学校長 入学式式辞より～

校内の梅の花が麗しく咲きそろい、 桜のつぼみも間もなく開こうとしています。 花々が一斉に咲き出し、

生きるもののすべてに生命の息吹みなぎる希望の季節を迎えました。 この良き日に、 宮田村立宮田中学校

入学式を挙行できますことを大変うれしく思います。

新入生の皆さん、 宮田中学校へのご入学、 誠におめでとうございます。 心より歓迎いたします。

また、 誠にお忙しい中、 本校入学式にご臨席を賜りました宮田村村長小田切康彦様はじめ、 多くのご来

賓の皆様、 誠にありがとうございます。 心から御礼申し上げます。 ありがとうございました。

さて、 新入生の皆さん、 皆さんは、 今日から宮田中学校の生徒です。 中学校時代というのは、 一生の

中で、 体も心も大きく変化し、 成長する時期です。 そして、 中学生時代の様々な経験は、 大人になっても

かけがえのない思い出となってよみがえってくる貴重なものです。 そんな楽しみな三年間を迎えるに当

たって皆さんにぜひ大切にして欲しいことが二つあります。

一つ目は、 「 自分を変えて欲しい」 ということです。 小学校を卒業し、 中学校へ入学した今まさに自分を

変え、 新しい自分になるチャンスです。 過去に縛られることなく、 思い切り様々なことにチャレンジしてくだ

さい。 新しい自分を見つけてください。 同時に皆さんも、 変わろうとしている友だちを素直に受け止めてく

ださい。 私たちは新鮮な目で皆さんを見守っていきます。

そして二つ目は、 「 『 困難を乗り越える楽しさ』 を味わって欲しい」 ということです。 これからの三年間

は楽しいことばかりではないでしょう。 でも、 困難にぶつかっても、 失敗しても、 絶対にそこから逃げない

でください。 人間は、 いつも成功し続けることはできないのです。 一番大切なのは、 成功ではなく、 困難

や失敗をどう乗り越えるかということです。 そんな経験をした人ほど大きく成長します。 困難や失敗を乗り

越える経験を通して、 力を大きく伸ばすと共に、 「 やった」 という気持ちや楽しさを味わってもらいたいの

です。

ぜひ、 この二つのことを大切にして、 学習・ 部活動・ 生徒会活動の三つに取り組んでください。 この三

つにバランス良く取り組むことができたとき、 皆さんの力は高まり、 人間として成長できるのです。

さて、 保護者の皆様、 お子様のご入学誠におめでとうございます。 今日まで深い愛情を注がれ立派に育

ててこられたお子様を、 教職員一同責任を持ってお預かりいたします。

ご承知のように、 教育は学校だけで行えるものではありません。

保護者の皆様、 地域の皆様との連携が欠かせません。 私たちは、

少しでも早く皆様と人間関係、 信頼関係を築き、 できる限り情報を

共有して、 生徒達の力を引き出し高めたいと思います。 気になるこ

とがありましたらご遠慮なくお知らせください。 よろしくお願い申し

上げます。

最後になりますが、 本日ご多忙の中をご臨席いただき、 新入生を

温かく励ましてくださったご来賓の皆様に重ねて厚く感謝し、 今後益

々のご指導とご鞭撻のほどをお願い申し上げて、 学校長の式辞とい

たします。

　本年度も、保護者の皆様に学校や子どもたちの様子をより知ってもらうために、学校便り「梅樹」を発行しま
す。また、宮田村ホームページの中にある「中学校だより」にも掲載します。できるだけ写真を多く入れて、見や
すい学校便りにしていきたいと思います。ご意見やご感想をお寄せいただければ幸いです。
　また、学校では、体罰・セクハラ等、保護者・生徒の皆様が困っていることやご心配なことについての相談窓
口を、校長・教頭・養護教諭としております。いつでも結構ですので、ご相談ください。

〇初めての授業がありました。私は当番だったので，始めのあいさつをしました。ちゃんと言えたので

良かったです。今日の授業は，英語が一番面白かったです。明日は，道徳と体育が初めてあるので，

しっかりやりたいです。英語もあるので楽しみです。

〇今日は，掃除の時間にいつも間に合っていなかったけど，間に合ったので驚きました。長い廊下なの

で，ほうきはいつも終わっていましたが，雑巾が終わりませんでした。ですが，ほうきと雑巾を上手く

やりくり出来ました。今日はしっかりと，すみずみまで掃除が出来ました。

＜１学年通信より＞

自分にとっての修学旅行とは，１年生の宿泊体験学習，２年生の登山をふまえた学び，自分で考えるこ

との大切な旅行だと思います。もちろん，私にとって修学旅行は楽しみだったし，行く前は「学ぶこ

とってあるのか？」と思っていた程でした。でも，こうして３学年として，宮田中の代表として行くこ

とで，自分がどのような態度で行くべきか，団体行動でたくさんの人の中に行くことで，何を気を付け
るべきかをたくさん学べました。人にめいわくをかけていないか，自分だけが楽しんでいないか，この

３日間を充実したものにできるかなど，学校を出たからこそ意識できた３日間でした。お寺や各場所の

国宝をめぐることで，その建物や物の歴史，良さを学ぶことができたし，お買い物では，お金の使い方，

時間の使い方を思っていたよりも深く学ぶことができました。修学旅行は団体で行くことにも意味があ

り，これから生活していくうえでのことがたくさん学べる，また仲間との思い出もつくることができる

旅行だと思います。 ＜３学年 修学旅行 まとめより＞

多くのことを深く学び，仲間との思い出もできた３年生 ～修学旅行～

中学校生活にも慣れてきた１年生 ～日常生活の様子～

自問学活の様子ランチルームの様子
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